
プーシキンと＜レノーレ讃＞  

飯 田 梅 子  

はじめに   

プーシキン（AJleKCa叩pCepreeBHtlIlyLLrt（HH，1799－1837）は、バラッド詩『花  

婿』（教〃〟ち1825）をはじめ、韻文小説『ェヴゲーニイ・オネーギン』（g彫e〃〟毒  

0〃α〟玖1823－1831年執筆）の第3章（1827）、第5章（1828）、第8章（1832）、  

短篇『吹雪』（Aゐ椚朗b，1831）などで＜レノーレ讃＞のモチーフをくりかえし  

採りいれてきた。   

＜レノーレ讃＞とは、死者が愛する者を墓場から迎えに来るという民間伝承  

のモチーフをもとにしたもので、ドイツの詩人ビュルガー（Gottfried August  

凱rger，1747－1794）のバラッド詩『レノーレ』（エe〝Ore，1774）により文学の  

位置にまで高められた。『レノーレ』以後、このような筋を持つ物語を＜レノ  

ーレ欝＞と呼ぶようになり、ロマン派時代のヨーロッパで大流行を見ることに  

なる。1   

ロシアでもジュコーフスキイ（BaclⅥⅢiiAHJIPeeBmXyKOBCKH臨，1783－1852）  

のバラッド詩『リュドミーラ』（伽∂〟Md，1鋸ゆ、『スヴェトラーナ』（CβgJ和〝α〃d，  

1808－1812年執筆、1813年発表）、『レノーラ』（〟e〃甲d，1a31）、さらにはカテ  

ー ニン（rlaBeJtAneKCaH且pOBHllKaTeH14tl，1792－1853）のバラッド詩『オリガ』  

（α拍～α，1816）などが『レノーレ』の翻案詩として生み出されることとなっ  

た。ロシア文学における＜レノーレ謬＞の伝統は、＜吸血鬼讃＞などと結びつ  

きながら、プーシキン、レールモントフ（MlはaⅢlIOpheBmJIepMOHTO8，1814－  

t『レノーレ』、およぴ＜レノーレ罪＞について、詳しくは以下を参照されたい。拙稿「ロシ   
アにおける『レノーレ』受容」『文化と言語』第75号、2011年、137－172頁。  
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1841）、ゴーゴリ（H粗相刀aiiBac11仙e即日rhⅦ鴨，1809－1852）などの作品に継承  

されていくこととなる。   

とくにプーシキンは、『レノーレ』の翻訳・翻案を手がけたジュコーフスキ  

イ、カテーニンの双方と近しく交流した。書簡のやりとりはもちろん、互いに  

詩作を捧げあうなど関係は親密なものだった。このような交友関係は＜レノー  

レ讃＞に対するプーシキンの関心を大いに刺激したと考えられる。   

本稿では伝記的事実にも目を向けながら、プーシキン作品における＜レノー  

レ讃＞、＜吸血鬼讃＞の諸相を呈示することを目標とする。それにより、これ  

まで親しまれてきた朗らかで曇りなき「昼の」詩人像とはまた異なる、ゴシッ  

ク的とも呼ぶべき、2見慣れぬ詩人の「夜の」顔を浮き彫りにすることを目指  

したい。  

1．『レノーレ』の変奏：ジュコー7スキイ、カテーニン   

ロシア・バラッド詩のありかたをめぐって侃々諾々の議論が巻き起こったの  

は、1816年のことだった。この年、ジュコーフスキイの『リュドミーラ』、『ス  

ヴェトラーナ』に対抗して、カテーニンが『オリガ』を発表。文壇を巻き込ん  

での大論争へと発展した。3  

2プーシキンにおけるゴシック小説の影響については、以下を参照。＆pc粗毒0．β．nyl山KHHH   
aHT71IIiic山浦（（rOTMeCKHii〉〉pOMaH／／MocKOBCKtlⅥnytJ］KHHIICT；M・，2000，C・192－213．；Ba仰OB．3．  

「oTltqeCKHiipoMaH B PoccHH，M．，2002，C．36－51．；TaMLPLLeTJTa，HP rbTIltleCKaE TPa井川叩朋IB   

pycc00蕗刀耶epaγpe，Mリ2008，C．57－85．詩人のゴシック的側面は『オネーギン』の女主人公タ   
チャーナの読書などにも反映されている。『オネーギン』第3章で列挙されるのは、ポリド  
リ（JohnWilliamPolidori，1795－1821）の『吸血鬼』（T71e陥〝鼎′re，1819）、マチューリン（Charles   
RobertMaturin，1782－1824）の『放浪者メルモス』（Melmoth（he肋nderer，1820）、ノディエ   
（CharlesNod廊17β0－1g44）の『ジャン・スボガール』（滋〃〝朋聯r，18柑）など、当時ヨー   
ロッパを席巻していたゴシック小説である。詳しくは以下を参照。田辺佐保子「＜タチャ   
ーナの夢＞の文学的背景」『一橋論叢j第89巻第1号、1983年。  

3ジュコーフスキイの『リュドミーラ』は新奇さにより読書界の大反響を呼び起こしたが、第   
2の翻案詩『スヴェトラーナ』は、さらに大成功をおさめた。その4年後、カテーニンは原   
詩のプロットに忠実、かつロシア的響きを最大限にとり込んだ翻案詩として『オリガ』を   
世に問うた。ジュコーフスキイを擁護したグネージチ（HHXO刀a鋲H8aHOB椚rHeJ11m，  
1784－1833）はカテーニンの詩作上の師にあたるが、バラッド論争においてはカテーニンの   
姿勢を厳しく糾弾した。これに応戦したのがカテーニンの親友グリポエードフ（血excaH即   
Cepree8Hl丹Ⅵ60印OB，1795－1829）であった。  
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当時プーシキンはまだリツェイ（学習院）の生徒であったが、前年に発足し  

た「アルザマス会」（（くAp3aMaC〉〉，1815－18年）に参加していた。ジェコーフスキ  

イとの親交が急速に深化するのはこの頃だが、バラッド詩論争も身近に肌で感  

じとっていたはずである。4プーシキンは『オネーギン』や『吹雪』において  

ジュコーフスキイの『スヴェトラーナ』を引用しており、この作品を非常に高  

く評価していた。5しかし、後年執筆された『パーヴェル・カテーニンの詩の  

作品と翻訳』（Cov〟〃e〃M〟〃甲gβ0∂b川C′〝〟∫瓜肋朗d助椚e〃〟〟〟，1833）におい  

ては、どちらかと言えばカテーニンを擁護している。両者との関係はどのよう  

なものだったのだろうか。通時的に概観してみよう。  

卜1．プーシキンとジュコー7スキイる   

ジュコーフスキイとの関係は幼年時代にはじまる。1805年から1810年にかけ  

て、プーシキン家の別荘にカラムジン（HHKOJIaiiMHXa如0別椚【KapaM3T4H，1766  

－1826）、へラスコフ（MHXa町IMaTBeeB椚XepacKOB，1733－1807）、バーチュシ  

コフ（Ko・1CTaHTHJIHHKOJTaeBHllJ；aTIOuKOB，1787－1855）など、著名な文学者や詩  

人が訪れるようになった。父の客人のなかに、まだ新進の詩人だったジュコー  

フスキイの姿もあった。むろん、このころプーシキンは6－11歳だったので創  

4乃川αMeβC〃〟滋ふβ・nyI山Ⅲ＝，T・2，Mリ1990，C．155－156，349．  
5すでに15歳の時、詩人は姉オリガ（OJThraCepI℃eBHarlaBJTHLLIeBa，1797－1868）に捧げた抒情   
詩『姉に寄せて‖〟cec叩e，1814）のなかでFスヴヱトラーナ』の女主人公を想起している。   
「1血bCMO叩脚加川TeMHy月8月七／3a町椚HBO読CBeT刀aHO鎮（それとも遠い彼方を眺めているの／   

思いに沈むスヴェトラーナのように）」（l，41）以下、プーシキンの作品からの引用は功w〝〟〃   
AC・nO刀＝OeCO6paH＝eCOq＝＝eHH蕗817TOMaX．M．，1937－1959．により、（）内に巻数と頁数を   

ローマ数字とアラビア数字でそれぞれ記す。和訳は拙訳によるが、札幌大学鈴木淳一教授   
にご助言戴いた。また、以下を参考にした。『プーシキン全集』河出書房新社、1972年。小   
澤政雄訳『完訳エヴゲーニイ・オネーギン』群像社、1996年。稲田定雄訳『花婿』（『世界   
名詩集23プーシキン抒情詩』）平凡社、1968年。米川正夫訳『ウルダラーク』（『世界童   
話体系』第18巻）世界童話体系刊行会、1926年。外村史郎訳『西部スラヴの歌（抄）』（『プ   
ウシキン全集』第5巻）改造社、1937年。  
‘プーシキンとジュコーフスキイの交流について、詳しくは以下を参照。   
わ〟〟MeβC撒滋且β・nyⅢⅠⅩHH，T・l－2，M・，1990・；3葺∂朗研α〝〟片口ylU甜H‥H36HO叩a小目H   
mopqem：1826－1837・Mり1987・；〟呵W椚0甜ββ・XyxoBCK打鏑＝nyⅢ】K＝＝〟＝e3y＝TO8aRB．   
XyKOBCK＝ii＝eI℃BPeM3Z，几，1989・；3hzecFl・rlymKt．＝＝XyKOBCKM鏑〟rlyLZJKH＝pOJtO＝atla刀   
HO且OHpyCCKOii∬mep耶ypbI．M，一几，1941．  
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造的交流は起こりようもなかった。二人が再会するのは1815年、プーシキンが  

16歳の時である。この時の再会について、ジェコーフスキイはヴヤーゼムスキ  

イ（neTPAnJIPeeBHtlB椚eMCKHA，1792－1878）宛の書簡で次のように書いている。  

彼（プーシキンー執筆者註）は我が国の文学の希望だ。彼が自らを大人だと思いこん   

で、自分の成長を妨げないか心配だ。我々はみな一丸となって、この未来の巨人の成長   

を助けねばならない。彼は我々みなを凌駕するだろう。（1815年9月19日付）（IV，564）7   

ジュコーフスキイは、プーシキンより16歳年長である。父子はどの年齢差に  

もかかわらず、二人の詩人はすぐに意気投合し、寛いだ友情をはぐくむことと  

なる。二人が再会した1815年には、反古典主義を掲げる文学集団「アルザマス  

会」が発足した。49歳のカラムジンを筆頭に、ジュコーフスキイ、バーチュシ  

コフ、ダヴィドフ（刀eHtlCBacH刀もeB夙1月姐叫斗OB，1784－1839）などが参加した。  

16歳のプーシキンもアルザマス会に出入りしていたが、当時まだリツェイの生  

徒であったため、定期参加はかなわなかった。リベラルな空気に満ちた会合で  

は、年齢差は存在すれども世代間闘争は存在せず、各人の知名度もさはど重要  

視されなかった。当然、厳然たる師弟関係などもなく、あるとすればそれは比  

較的ゆるやかなものであった。8このことの証左として、16歳の年齢差にもか  

かわらず、ジュコーフスキイとプーシキンがいわゆる「きみとぼく（HaTbI）」  

の間柄だったことが挙げられよう。二人は、往復書簡においても互いに親しく  

「きみ（TbI）」と呼び合っている。   

また、プーシキンは立て続けに『ジュコーフスキイに寄せて』（〟均〝0βC〃叩，  

1816）、『ジュコーフスキイに』（御βC捌γ，1818）、『ジェコーフスキイの肖  

像画に寄せて』（∬〃甲叩e〝ツ均だ0βC打0～0，1818）などの詩篇を大先輩に捧げて  

いる。プーシキンの初期代表作『ルスランとリュドミーラ』（ノウ以助〟  

7ジェコーフスキイの書簡からの引用はhO，KO8CKuZ；B．A．Co6paHHeCOtluHeHH鎮84TOMaX．M．，  
1960により、（）内に巻数と貢数をローマ数字とアラビア数字でそれぞれ記す。和訳は拙   
訳による。  
8ァルザマス会とプーシキンの関係については、以下を参照。乃〟〟甜ββα〟銃口yl山ⅢH，T．1，   
C．99－103，125－129．  
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〟仙丸根皿，1820）の女主人公の名は、ジェコーフスキイの代表作『リュドミー  

ラ』にちなんで名づけられた。後輩の物語詩に深い感銘を受けたジュコーフス  

キイが若い詩人に「打ち負かされた師より打ち勝った弟子へ（no6eAHTe刀旧  

ytleHHJ（yOTnO6exJLeHHOrOytlHTeJTE）」と記した肖像画を贈ったエピソードはあ  

まりにも有名だが、これはユーモア溢れるアルザマス会流の献辞だったようで  

ある。実のところ、後輩詩人は大先輩の作品『12人の眠れる乙女』（朋e〃α∂叩椚b  

c朋叫㍍Jeβ，1817）を自作のなかでパロディ化したのであり、このことをプー  

シキンはのちのちまで深く恥じ入ることとなった。9詩人は後年『批評への反  

駁』（0′卿呼∬e〃〟e〃α甲〟椚〟肋，1830）と超した草稿において、以下のように  

告白している。  

（『ルスランとリュドミー ラ』が一執筆者註）『十二人の眠れる乙女』のパロディである   

ことについては、美的感覚が欠落していると非難されても当然である。大衆に迎合し、   

純真で詩的な作品をパロディ化することは（私の年齢ではとくに）許されぬことだった。  

（XI，144－145）  

それでも、先輩詩人は後輩を庇護し続け、両者の親しい交際は生涯続いた。10  

1820年、詩人は皇帝アレクサンドルⅠ世の不興を買い、シベリア流刑の危機  

に直面する。この難局を救ったのは、カラムジン、ジュコーフスキイら、年長  

の文人たちであった。大御所たちの奔走の甲斐あって、プーシキンは辛うじて  

投獄・流刑を免れ、南方へ転任処分となる。身元引受人にはカラムジン、ジュ  

コーフスキイらが名を連ねた。   

さらに1824年、詩人はオデッサでベッサラビア総督ヴォロンツォフ伯爵と衝  

9詳しくは以下を参照0〟呵㈲靴彫りり・uyT刀＝8ueX叩uBnO33H＝）KyxoBCⅨOrOHⅢyuK＝  
1810－XrO月OB〟IlyLLIKH＝：＝CCJ）eDOBaH朋HMaTepIlaJ［JJ，TOMlO，JT．，1982，C．44．；Tb，WauLe8CfnLu，   

nyⅢlXm，T．2，C．293－297．  

】0ジュコーフスキイは1815－1糾0年まで、25年の長きにわたって宮廷に仕えた。1815年、カ   
ラムジンの紹介で皇太后マリヤ・フヨードロヴナ（パーヴェルⅠ世の妻）の侍講となった   

のを皮切りに、大公妃アレクサンドラ・フヨードロヴナ（後にニコライⅠ世の妻）、大公ア   
レクサンドル（後の皇帝アレクサンドルⅡ世）の停育係をつとめた。宮仕えの身であった   
詩人は、直接皇帝らと渡り合い、多くの詩人・作家らの窮地を救った。プーシキンもその   
恩恵を蒙ったひとりである。ジュコーフスキイの翻訳および教育活動について、詳しくは   
以下を参照のこと。白倉克文『近代ロシア文学の成立と西欧』成文社、2001年、4ト71頁。  
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突する。これを機にミハイロフスコエ村での幽閉生活がはじまることとなった。  

当時、ジュコーフスキイは次のような書簡を送っている。  

私の心のコオロギくん（CBepqOKMOerOCePA11a）、きみは私宛に何度も手紙を書いたと   

言っているが、私はきみの手紙を全く受けとっていない。（‥・）きみは神になるべくし   

て生まれたのだ。前進しなさい。魂には両翼がある！魂は高みを畏れず、高みにはその   

真の要素がある！この両巽のおもむくままに任せなさい。そうすれば大空はきみのもの   

だ。私はそう信じている。（1824年6月1日付）（1V，509）11  

きみに生じたことや、自ら招いたことについて私が言えるのは「ポエジー」ということ   

だけだ。きみが持っているのは才能（月apOBa＝＝e）ではなく、天才（reHH責）なのだ。（‥・）   

きみは偉大な詩人になるべく生まれたのだから、それにふさわしくなりなさい。  

（1824年11月12日）（IV，510）  

その後、デカブリストの乱前後の危機も乗り越えるが、1834年、妻ナターリ  

ヤ宛書簡をニコライⅠ世が検閲したことを知り、詩人の怒りは爆発する。ジュ  

コーフスキイは事態の収束に奔走するが、プーシキンは温厚な大先輩から次第  

に距離を置くようになっていった。  

1837年、詩人は決闘に倒れることとなる。詩人の最期を看取ったのは、ジェ  

コーフスキイ、ダーリ（B刀明日MHpI4BaHO即M刀卸鳩，1801－1872）などの旧友たち  

だった。12皮肉にも、ジュコーフスキイの名の日がプーシキンの命日となって  

しまった（旧暦1837年1月29日）。  

‖ァルザマス会において、プーシキンは「コオロギ（CBeptlOK）」という綽名で呼ばれた。CBePtmt（   
は、ジュコーフスキイの『スヴェトラーナ』の一節「真夜中の使者こおろぎが／哀れな声   
を張りあげる（KpHKHyJ］XaJIO6HOCBePt．OK，／BecTHHKrIO刀yHOtlH）」（IIl，33）にちなんでプー   
シキンに与えられた綽名だった。ちなみに、ジュコーフスキイは仲間内で「スヴ工トラー   
ナ（CB印IaHa）」と呼ばれていた。（乃〟αMeβC〝戒nyI山KIIH，T．1，C．99－100．）  
■2ロシア語辞典の編者として高名なダーリは、当時医師として瀕死の詩人の最期に付き添っ   
た。プーシキンとダーリの交流については以下を参風。坂内徳明「昔話をめぐるひとつの   
避追－プーシキンとダーリ」『ロシア民話の世界』早稲田大学出版部、1991年、128－141頁。  
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ト2．プーシキンとカテーニン13   

『レノーレ』翻訳論争においてジュコーフスキイの論敵であったカテーニン  

もまた、プーシキンと親しく交際した。カテーニンは、プーシキンより7歳年  

長で比較的年齢も近く、彼らの交際は気のおけない友人同士のつきあいに近か  

った。  

1817年、カテーニンはグネージチ（H以KO刀a責HBaHOB椚rHe脚q，1784－1833）  

の紹介により、リツェイ生徒のプーシキンと知己を得る。翌年、プーシキンは  

カテーニンを訪ねる。詩人はカテーニンの詩才よりもむしろ批評家としての桐  

眼に絶大な信頼を寄せていた。この日を境にプーシキンは足しげくカテーニン  

の元を訪ねるようになり、交流を深めていく。カテーニンはリツェイ時代の詩  

篇について、それらがまだ習作の域を出ないと正直に指摘し、プーシキンもそ  

の指摘に納得していた。これらの作品の一部は、死後に発表されるまでお蔵人  

りとなった。詩人は『ルスランとリュドミーラ』執筆中に次々と断片をカテー  

ニンに朗読し、助言を求めた。1821年には『カテーニンへ』（助椚e〃〟岬）と題  

した詩篇も捧げている。14   

プーシキンがカテーニンの批評眼に大きな信頼を置いていた一例として『オ  

ネーギンの旅の断章』（0′甲bJβだ〟〟3町meMeCJ〃g∽仇ez〟〃α，1829－1830年執筆、  

1832年発表）より、詩人の評価をひいてみよう。  

n．A．カテーニン（その素晴らしい詩才は、桐眼な批評家であることの妨げにはならな   

い）は私たちに以下のように指摘した。この削除はもしかしたら読者諸君には好都合か   

もしれない。しかし作品全体の構想を損なうものである。なぜなら、これによって田舎   

の令嬢タチャーナから名流夫人クチャーナへの変貌が、あまりにも予想外の説明しがた   

いものになってしまうからだ。－これは経験豊かな芸術家の鋭い指摘である。（Vl，197）  

1ユヵテーニンとの交流については以下を参照。7bvαMeβC細長，nyl〃K叫T．1，C．257－270．  
】4 とは言え、カテーニンとのつきあいは、後年ある種の緊張も学んでいたようである。詳し   
くは以下を参照。月〃軌痴0．〟．《OT8eTK訂eHⅥ町〉〉，BpeMe鼎ⅥXnynlK払拭CKO鎮KOMhCCⅥ叫Bbl町CX   
27，Cn6．，199（i，C．115－119．  
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1833年、プーシキンは『パーヴェル・カテーニンの詩の作品と翻訳』と題し  

て、カテーニンとジュコーフスキイの『レノーレ』翻案に関する私見を開陳し  

ている。15  

カテーニンの最初の素晴らしい作品は、栄えあるビュルガーの『レノーレ』の翻訳であ   

った。この作品は、すでにわが国ではジュコーフスキイの不正確ながら魅力的な模作をつ   

うじて知られていた。ジュコーフスキイは、ちょうどバイロンが『ファウスト』から『マン   

フレッド』を創造したのと同じようにして、ビュルガーの『レノーレ』から自作『レノ   

ーラ』を創造したのであった。つまり、彼もまたバイロン同様、模範とした原作の精神と形   

式を弱めてしまったのである。カテーニンはそれを感じとり、最初に創造された時の力   

強い美しさをまとった『レノーレ』を我々に示そうと思いたったのである。こうして彼は『オ  

リガ』を書きあげた。しかしその簡潔にして粗暴でさえある表現、「ふわふわとした影のつ   

らなり」にとって代わった悪党ども（cBO刀Oqb，3aMeHHBuMβ03少〟砂田坤e〃b椚g〃e滋）、夏の月   

光に照らされた村の風景の代わりに使われた絞首台（BJ4CeJIHua BMeCTO CeJIE・CKHX KapTt4H，   

03apeHH以X皿eTHeK）刀yHOIO）などは、慣れない読者層に不快な驚きを与えた。するとグネ   

ージチはそうした読者の意見を論文で摘発したのであるが、グリボエードフがこの論文   

の不公正さを暴きたてたのだった。（ⅩⅠ，220－221）  

2．プーシキンと＜レノーレ澤＞   

ここまで、ロシアにおける『レノーレ』受容に関わった先人たちとプーシキ  

ンの関わりについて瞥見してきた。では詩人は実際どのように＜レノーレ讃＞  

のモチーフを創作に反映させたのだろうか。以下に各作品について、具体的に  

検討していく。  

2－1．『花婿』（助〃〟ズ，1825）  

バラッド詩『花婿』は、ミハイロフスコエ村蟄居時代（1824年8月－1826年  

15プーシキンは『ルサールカ』（乃職肌闇，1819）、『預言者オレグの歌』（〝ec肋0βe叫釧伽だe，  
1822）、『花婿』（助〃ば，1825）、『水死人』（ymo朋e〃〃ば，1S28）などのバラッド詩を創作し   
ている。当初ジュコーフスキイとの親和性が高かった′iラッド詩観が、1820年代の創作を   
経て変化していく過程について、詳しくは以下を参照。乃ⅢαMegC〝〟茄丘且nylⅢMH：pa60TbI   
pa3＝bⅨ刀訂，M・，1990，C・211－212・  

100   



プーシキンと＜レノーレ誇＞（飯田梅子）   

9月）に執筆された。草稿は1824年12月、定稿は1825年7月末に完成した。こ  

の前後、1824年10月には南方叙事詩のひとつに数えられる物語詩『ジプシー』  

（埴王～d〃叫1824年執筆、1827年発表）、翌年11月には詩劇『ボリス・ゴドゥノ  

フ』（ぶ甲〟C几少〃0β，1824－1825年執筆）が完成している。同年、アレクサンド  

ルⅠ世が崩御。次期皇帝即位前の空位期間にデカブリストの乱が勃発した。周  

知のとおり、詩人は多くの友人を流刑や処刑でうしなった。このような状況下  

で執筆されたバラッド詩の梗概は以下のとおりである。   

商人の娘ナターシャは忽然と行方知れずとなり、3日後に心底怯えた様子で  

帰宅する。気を挟む家人の詰問にも娘は口をひらかない。娘に平穏な日常が戻  

りつつあったある日、馬槙をひいた若者があらわれる。  

あるとき 板葺き門の傍らに  

女友だちとともに  

乙女が坐っていた－とそのとき  

若者を乗せた駿足のトロイカが  

娘たちの前を駆け抜けていった  

若者は槙の上に立ちながら  

絨毯で覆った馬たちを御し  

三頭すべてを駆り立て 叱咤していた山，409）   

Pa3yTeCOBhJXyBO叩  

Cnq甲p朋肌IHCBO和昭Ⅰ，  

CIⅥe刀a月eBI叫a－HBOT  

nI氾Mqa几弧ムne匹几H加H  

几IMT匹）血acMO刀q町10M．  

IbM旭1，l甲ムmⅨ＝粗B匹叫  

Bca＝兄XO＝m兄叩姐耶  

111℃lu汀∝亡いt皿ユ8日T  

財力を誇る若者はナターシャを見初め、仲人を立てる。若者の正体（盗賊の  

首領）を知る娘は絶望するが、申し出を受諾した両親に従うほかない。婚礼の  

さなか、憂い顔の娘は夢に託して胸中を明かす。  

「私夢を見ましたの－と花嫁は語った  

鬱蒼たる森に入った夢でした  

遅い時刻で 月がわずかに  

黒雲のかげから輝いていました  

私は道に迷ってしまいました  

茂みには人影ひとつ見えません  

ただ松や樅の木々が  

梢をざわめかせているだけでした（吐412）  
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CmHン過Ty一別；  
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まもなく娘は小屋に辿り着くが、その内部には金銀財宝が溢れていた。小屋  

の主は盗賊の兄弟で、拉致した美女を傍らに酒宴をくりひろげる。宴もたけな  

わになったころ、首領（ナターシャの花婿）は美女を刺殺し、その右手首を切  

断する。  

と不意に叫び声や馬蹄の音が聞こえ…  

玄関口へと近づいてきました  

私は慌てて扉を閉め  

暖炉の裏に隠れました  

すると大勢の声が聞こえます…  

入ってきたのは十二人の若者で  

彼らと一緒に  

愛らしい美女も入ってきました  

美女は黙って座り 食事も喉を通らない様子  

たださめざめと涙にくれています  

いっぽう長兄はナイフを取り出し  

口笛を吹きながらそれを研いでいます  

この悪党 美女の方を見たかと思うと  

突然おさげをむんずとつかみ  

彼女を無残に刺殺し  

その右手を切り落としたのです」（Ⅲ，413414）   

B月p汀C∬b皿y叩Ⅷ川Ⅷ聞CKI崩mn…  

nq脚mKKpMeⅦγ  

月nocIの匹e卿epもK）X刀OIち  

HcⅢpm狐b盟neⅦy  

BmcJmⅢIyMHOI℃‖℃肌000B．．．  

B30111∬H卿H脚MO爪印HOB，  

HcI廿mⅣ‖℃J画m粗  

KpacaB叫a一月eBJ4n  

3∴∴∴E  

ClⅦ叫MOJIⅦ叫meCちH別1Ⅶ式汀  

HmmMCJIe3blTO・lI叫  

AclⅥp皿戒6paTCBO銀HO〉K廟  

np11CBHm18乱打TロⅦ汀；  

Ill卿Ha月e8叩一叩a邸  

H叩pyrXmT温和q1  

3刀0皿e臨月eBⅢⅣry6m；  

Eiirq）a町pyEyPy6m）〉．  

花婿は夢物語をとりあわないが、ナダーシャが指輪の出所を問いただすに至  

って悪事が露呈し、死刑に処されることとなる。   

本作は4脚ヤンブ（tleThlPeXCTOr）HhI鎮月M6）と3脚ヤンブ（TpeXCTOnHhl鎮兄M6）  

の折衷形式によって善かれているが、これはビュルガーが『レノーレ』で適用  

した形式である。161連は8行からなり、女性韻（xeHCKa月p叫Ma）と男性韻  

（My）KCKa月pH4）Ma）を交えながら、交差脚韻（nepeKPeCTHa兄P叫Ma）と連続脚  

韻（napHa叩叫Ma）の組み合わせが規則的に反復される。  

t6TbJWauLe8CKua・nylⅢK＝＝，T・2，C・349・；3mKu〃∂E・r60XeCTBe＝＝bl去rTTarOn：IlyuJKH＝，   
r［pOtJHTaHHbIiiBPoccIIHHBOOpaH111用，M．，1999，C．95．  
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『花婿』の女主人公は危険回避に成功したいわば生還した花嫁であり、バラ  

ッド詩は純粋に＜レノーレ讃＞のプロットをたどるとは断言できない。しかし、  

馬槙の花婿の登場は、＜レノーレ讃＞に見られる「花嫁を迎えに来る馬上の花  

婿」のモチーフをなぞるものだとみなせないだろうか。忽然と行方知れずにな  

ったナターシャは、森をさまよう。森とはすなわち異界であり、死者の世界で  

ある。ナターシャが目撃した小屋は、死者の世界にたたずむ盗賊のアジトであ  

り、その首領たる花婿は彼岸の住人にも等しい。なぜなら盗賊とは死をも恐れ  

ぬ者たちであり、法を犯すこと、一線を超えることを躊躇しない者たちだから  

である。彼らにとって他人の生命・財産の掠奪は日常事であり、自己の生命の  

危険もあまり顧みられない。その生業は常に死と隣り合わせであり、此岸と彼  

岸の境界は易々と越え得るものとなる。強奪や殺人を繰り返してきた花婿は、  

馬槙に乗ってナターシャを迎えに来るが、悪事が露呈し花嫁を彼岸へ連れ去る  

ことはかなわない。最終的に盗賊の花婿は処刑され、強制的にひとり死者の世  

界へと旅立たされる。   

上に見てきたように、この作品には＜レノーレ讃＞以外に＜盗賊の花婿＞の  

モチーフもまた色濃く反映されており、両方の要素を兼ね備えた、いわばアマ  

ルガム的作品とみなすことができよう。17＜盗賊＞のモチーフがいかに死者の  

世界と近接しているか、プーシキンの『盗賊の兄弟』（卑α椚b叩の∂0痴〃〟だ〟，1821  

－1822年執筆、未完）18を参照してみよう。   

物語詩は、ならず者たちの野営で幕を開ける。  

Hec相月m匹HOBC刀m払  あれは 腐れゆく退体の山々に   

Ha叩〉恥ImeIOllⅡⅨ粗C代玖  鶴の群れが飛来していたのではない   

3aBoJm玖H伊払旧，B町rOme鏑  あれは ヴォルガの彼方 夜半の焚火の周囲に   

伽ⅨⅢa勤acd叩ar∝b．  命知らずのならず者たちが集まっていたのだ  

】7『花婿』に反映された＜盗賊の花婿＞のモチーフについて、詳しくは以下を参照。   
〟e叩mO80PB・Xe＝HXJ／CT肌OTBOpemu rTyluKMla1820－1830－X rO瓜OB．］）．，1974，C．35．；   

〃0β朗叫〝朗0・ガ・（（XeHIⅨ〉〉：CIOXelKOMnO3H町1月，CMbICJl〟MocKOBCm摘nyIⅢⅢm佗ちVJ孔199S，   

C．5－15．；田辺「＜クチャーナの夢＞の文学的背景」52頁。  
川『盗賊の兄弟』が未完に終わった経緯、草稿などについては以下を参駄句，〟∂一l∫朗〟且   
PoMam3MBTBOPtJeCT8eA・C．rTytDK托Ha，M．，C．76－88．；Tb．wa7LLeeCmLi；，nyLuKHH，T．2，C，72－82．  
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3∵∵∵E   

On∝打OC几，町伽も，pa38paち虚M飢一  危険、血、淫蕩、欺瞞－それこそ   

q叩り邪－C叩ⅢⅡIOn）CeMe鎮cl協；  恐ろしい一族を束ねる本質なのだ（ⅠV145）  

夜も更けたころ、新入りが昔語りの口火を切る。 

弟の武勇伝と盛衰である。異界たる森に住む盗賊たち。死者に限りなく近い世  

界に棲息する彼らは、馬棲に乗って新雪の上を疾駆しながら獲物の襲撃に繰り  

だす。  

冬ともなれば 草木も眠る丑三時に  

命知らずのトロイカを仕立て  

歌と口笛を友に 矢のように  

深雪の上を疾駆したものだった（ⅠV147）   

3恥IO鏑6bMO811伊仏間0  

3a月収ItMT匹I町卿，  

口oeM打C8嘩叫HC叩即0丘  

月mMH姐Ct－e）甜Oiim咋WOii．  

しかし、悪徳の限りを尽くしていた兄弟もじき捕えられ、牢獄で重病を得た  

弟は死者の亡霊に苛まれることとなる。  

遠くから指で威嚇しながら  

弟の眼前に群がる亡霊  

とりわけ彼の脳裡に浮かぶのは  

その昔俺たちが斬殺した  

老人の姿であった（1V148）  

彼の目に映るのは  

森から牢獄にやって来た死者たちの踊り  

彼の耳にするのは 死者たちのおぞましい囁き  

不意に迫り来る追っ手の馬蹄音  

彼の目は狂暴な光を放ち  

その髪の毛は逆立ち  

その全身は木の葉のように震えていた  

かと思えば 彼にはその眼前に  

広場に集う群衆が  

処刑場への恐ろしい道行が  

鞭が 峻厳な刑吏の姿が 見えるよう思われた・・・（Ⅳ149）   

n脚mⅧtCb叩冊ⅠⅥeI仏ち  

Ⅰ■如朋nepmMⅧ狛e吼  

8cexq岬06pぉmp喝  

月姐HO叩3計mOmH餌t，  

E町HaMもICm叩卿；  

3∴∴＝E  

OHB叫即m刃CKHMeF柑eqOB，  

BT拍p♭M）rⅢp川Ⅲe瓜Ⅰ∬Ⅸ旧刀e00B，  

Tbc几皿u即ⅠⅨyX拡馳戒ⅢeⅢ0ち  

Tb叫pyrnOrOHH6Ⅷ旧瑚頁ⅧⅢ0ち  

牲卿lの田rTl札江el℃C8印KarI，  

Clp乳ⅦlMOC以mPO－0，  

H紀CbK誠Jm∝OHTl光nemm．  

TbM加yXB叫m叩叫CO60K）  

HaIⅥ0叩ⅨⅧJ打払ⅠⅦe鎮，  

Hmp凹も崩xo月月OMem闘氾1，  

H叩H叩HもⅨna几訃Ie臨…   
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このあと兄弟は脱獄に成功する。しかし自由の身になるには河を越えねばな  

らず（渡河はしばしば彼岸への旅立ちを示唆する）、再び重篤な状態に陥った弟  

は死者の幻影に苦悶しながら死んでいく。   

『盗賊の兄弟』は『花婿』に先立つこと約3年、1821年から1822年にかけて  

執筆された。未完のため連の構成や脚韻は均一でない。4脚ヤンブで書かれ、  

女性韻と男性韻を交えながら抱擁・交差・連続脚韻の順に構成が組まれた形跡  

は認められるが、詩行は不揃いで（第1遵27行、第2連13行、第3連18行など）  

推敲されていない。とは言え、本作の盗賊たちの形象は『花婿』の主人公（盗  

賊の首領）、後述する『オネーギン』の主人公（タチャーナの夢において盗賊の  

首領としてあらわれるオネーギン）などに受け継がれている。バラッド詩『花  

婿』は、ちょうど『オネーギン』第5章と執筆時期が重なる。プーシキンは『オ  

ネーギン』第5章執筆の1年前に『花婿』を書き上げており（『オネーギン』  

第5章1826年、『花婿』1825年）両作品は相補的関係にあると言える。19プロ  

ットに目を向けてみても、『花婿』における森の小屋での悪党たちの酒池肉林  

のさまは、『オネーギン』のタチャーナの夢にあらわれた怪物たちの跳梁放題  

を想起させるものとなっている。  

2－2．『ェヴゲーニイ・オネーギン』（蝕e棚方0〃e～〟〃」823－31）   

プーシキン作品のなかでも＜レノーレ誇＞の影響がひときわ色濃く反映され  

ているのが『オネーギン』である。本作は1823年に起稿され、8年以上の歳月  

を経て1831年に脱稿された。4脚ヤンプで書かれ、全篇をとおして女性韻と男  

性韻を交えながら、交差・連続・抱擁脚韻・2行詩の組み合わせが規則的に反  

復される。1連14行という詩行は、ジュコーフスキイの『スヴェトラーナ』を  

想起させるものとなっている。20  

19『花婿』の女主人公は、草稿の段階ではナクーシャではなくタチャーナと名づけられてい   
た。イェズイトヴァによれば、ナターシャはクチャーナの分身であり、クリスマス週間の   
夢にあらわれたクチャーナその人である（〟qw椚〃叫）kHHX，C．53．）。  
20ただし、第3章「タチャーナの手紙」、第8章「オネーギンの手級」については、韻律は4  
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本作のなかでも量的・質的に重要なのは第5章（とりわけタチャーナの夢）  

であるが、このはかの章でも＜レノーレ渾＞的モチーフが散見される。以下に  

章を迫って見てみよう。  

2－2－l．『オネーギン』第3章（rJIaBaTPeTb5［，1827）   

第3章では女主人公タチャーナと妹オリガの性質が比較され、オネーギンと  

友人レンスキイの以下のような問答が繰り広げられる。  

3∵∵∵E  

CKaM：K餌Opa兄丁訂旺戚Ha？〉〉  

－7laTa，t（OTOpaa，rT）yCTHa  

HMO〃招川棚鴎ⅨaKCBemaHa，  

BoIILTlaHCeJIayOKHa．一  

（くHeymonIBJⅡ（血el柑Mel仏IlIy旧？〉〉  

－Atrro？－くdBJ）T6paJI6bIEpyrytO，  

KoⅢa6月6Ⅰ，mKaKmnO卯．  

BtIepT狐yO皿Ⅷ）甜3＝＝＝er－  

「それでどちらがタチャーナだったかな？」  

「もの静かで寂しげなほうさ  

ちょうどスヴェトラーナみたいな  

入ってきて窓際に座っただろう」  

「君は本当に妹のはうに惚れたのかい？」  

「どうして？」「僕なら姉のはうを選ぶがね  

僕が君みたいに詩人だったら  

オリガの容貌には生命がない」（Ⅵ，53）   

ここでは、直接的にタチャーナの性質が『スヴェトラーナ』の女主人公に喩  

えられている。ここに見られる「窓辺に坐るもの静かで寂しげな」タチャーナ  

の姿は、スヴェトラーナの形象と重ねあわせられ、作中において繰り返し描出  

される。  

そしてしばしば一日中ひとりで  

黙って窓辺に坐っているのだった（VI，42）  

タチャーナは窓辺に仔み  

冷えた窓ガラスに息を吹きかけ  

Hqmo11eJm戒月eHも0皿Ia  

CIⅥeJlaMOJHayOKHa．  

い  

T訂持戒HaI甲印OKHOMC和叫  

HacTemaXJlaJme且♭nua，  

脚ヤンブだが詩行は連をなしていない。また、第3章末尾の「娘たちの歌」には、民謡の  
韻律（3脚ホレイ、ダクティリ韻）が適用されている。   
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物思いにふけって いじらしくも  

かわいらしい指先で  

患ったガラスの上に  

大切な頭文字0とEを書くのだった（Vt70）  

ひとり悲しげに窓辺で  

月の女神ディアナの光に照らされて  

哀れなタチャーナは眠ることなく  

暗い草原をながめている（Ⅵ，118）  

ターニャは窓辺にすわる（Ⅵ，157）  

あるときは村の郵－そして窓辺には  

彼女がすわっている…いつも彼女だ！（VI，1糾）   

3即ⅣM姐11mCb，MO月月yua，  

n阿m払別口肌bⅦKOMnHCarla  

HaolyMaHeHHOMC代me  

3am戒舵lⅨ皿0ヱIaE．  

ヨ∵∵∴E  

恥ne・Ia鳳HanO几OKHOM  

叫Ha刀y・IOMル1む以，  

T訂MHa6e皿Ⅰ掴HeCnⅥT  

HBnOJleTeMHOerWr．  

3∵∵∵E  

CwI℃月TむⅥyOKHa  

（．．．）  

Toce∫Ⅰ班Ⅳ成AOM一打yOK＝a  

C叫押汀0〃β…HBCeOHa！  

一見して明らかなように、窓辺にすわるクチャーナの形象は『オネーギン』  

全篇に渡って繰りかえされる。ここで本家本元の『スヴェトラーナ』の女主人  

公の様子を振り返ってみよう。21  

おぼろ月輝く  

もやがかった蒋闇一  

口数少なく沈むは  

いとしいスヴェトラーナ（u，32）  

（胸の痔きにたえかねながら）  

スヴェトラーナは窓の下に座った  

窓の外には霧ごしに  

広々とした通が見える（Ⅲ，32）  

TycMOCBeTm月J叩a  

BcyMPaKeTyMaHa－  

Mo爪Ⅰ皿H叩yma  

Mma兄CBm   

（．‥）  

Ce皿（TmOHO訂W凪）  

Ⅲ0ヱ10KHOMC叩  

Ibo灯Ia11呵氾KlmITym  

BH月eHCKmb叩Mむ鱒  

むろん、乙女が窓辺に坐ったり、物憂げな様子であったりすること自体は特  

2－ジュコーフスキイの作品からの引用は均柑βC粗方β．」．no月HOeCO6paHHeCOq拙eH血托HⅢHCeM   
B20TOM狐，M．，200＄により、（）内に巻数と貢数をローマ数字とアラビア数字でそれぞれ   
記す。和訳は拙訳による。  

107   



CULTURE AND LANGUAGE，No．76   

段奇異なことでも何でもない。しかし、作品中で繰り返し言及されるスヴヱト  

ラーナやレノーレの形象を想起した場合、窓辺に坐るタチャーナの姿が、小説  

全体をつうじて＜レノーレ讃＞の女主人公たちに重ねあわせられていることが  

読みとられるであろう。  

2－2－2．『オネーギン』第5章（rJIaBaⅢ兄Ta3I，1828）   

第5章では、いわゆる「クチャーナの夢」とよばれる夢の場面が描かれてい  

る。このうち、車全体のテクストの4分の1（第11連一第21連、第5章は仝45  

速から成る）において直接的に夢が語られる。そして第5章冒頭にエピグラフ  

として掲げられるのが『スヴェトラーナ』の最終連である。  

0，He3HaiicIⅨCTpaLLJIAⅨCHOtl  おお 恐ろしき夢など知らずにいておくれ  

TbI，MO月C8どm卸a！  わがスヴェトラーナよ！（Ⅵ，97）  

上に引用した詩行は、『スヴェトラーナ』の最終連に含まれる部分であり、  

語り手が地の文で女主人公に直接呼びかける部分である。『スヴェトラーナ』  

がハッピーエンディングで閉じられるのに比して、タチャーナの夢は対照的に  

詩人レンスキイの死を予言する凶夢となっている。   

先述のように、ジュコーフスキイの『レノーレ』翻案詩には『リュドミーラ』、  

『スヴュトラーナ』、『レノーラ』の3篇がある。このうちプーシキンは、最終  

的に死せる花婿が花嫁を冥府へと連れ去りゆく正統的＜レノーレ讃＞の『リュ  

ドミーラ』や『レノーラ』ではなく、ハッピーエンディング的な『スヴェトラ  

ーナ』を好んで引用した。『リュドミーラ』の女主人公は、絶望のあまり神を  

冒涜する言葉を叫び、母の制止にも耳を貸さない。その結果、死者によって彼  

岸へと連れ去られてしまう。ここでの女主人公は、信仰にそむいた挙句に身を  

滅ぼす破滅的存在として描かれる。対する『スヴェトラーナ』の女主人公は、  

揺るぎない信仰心をもつ慎ましい乙女であり、その形象はタチャーナへと受け  

継がれていく。   
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このはか『スヴェトラーナ』には、本家ビュルガーの『レノーレ』にはもち  

ろん、『リュドミーラ』や『レノーラ』にも見られなかったジェコーフスキイ  

独自の創意が導入されている。なかでもスヴヤートキ（旧暦12月25日のクリス  

マスから1月6日の洗礼祭までの12日間）の占い、2および季節を彩る吹雪の  

場面などは、とりわけ鮮やかにいきいきと描写される。そして、この設定は『オ  

ネーギン』の第5章にそっくりそのまま忠実に反映されることとなる。同様の  

設定がさらに顕著に反映されるのが『ベールキン物語』の一篇『吹雪』だが、  

これについては後述することにする。ここでは『スヴェトラーナ』がタチャー  

ナの形象に投げかけた影響をもう少し追うことにしよう。第5章では、エピグ  

ラフ以外にも語り手によるスヴェトラーナへの直接的言及がある。  

Hoc陀∽0叩山IHO叩p汀Tme…  しかしタチャーナは不意に恐ろしくなった…   

H刃一叩HMblCJmOCme  そしてスヴェトラーナのことを考えると   

M刃eCTa几0叩0－T誠H6bm…  私も恐ろしくなった一仕方あるまい…（Ⅵ，101）  

これは、スヴヤートキを迎えたロシアの乙女にふさわしく、タチャーナが占  

い用に2式の食卓を準備する場面である。2式の食卓とは『スヴェトラーナ』  

の女主人公が戦地の恋人を召還するために用意した呪術的占いの方法であった。  

この占いを媒介として、スヴェトラーナは死者の世界との接触を果たす。まも  

なくスヴュトラーナの面前に馬上の恋人があらわれ、2人は吹雪のなか教会へ  

22スヴヤートキの占いについては以下を参照のこと。「クリスマス週間、特に大晦日と主顕   
節には占いが行われた。人々は自分たちの運命や収穫の大／トを占い、娘たちは結婚占いを   
した。この占いは皿下の歌と呼ばれる歌を伴った。この歌がそう呼ばれるのは、この占い   
に不可欠な道具が、大きな皿であったからである。この皿に水を注ぎ、占いの参加者はみ   
な水の中に指輪を入れる。それから皿は布巾かハンカチでおおわれ、呪い歌が歌われた。   
比喩的な形式をとったこの小唄の内容は、歌のあとで引き出された指輪の持主の運命を予   
言するものであった。【また、伏せた皿の下から指輪が引き出されることもあり、「皿下の   
歌」の名はここに由来する。】ある者には新年に花婿が見つかり、ある者には火事が（「門   
の上に雄鶏がとまってる…」）、ある者には死が（「靴もうまくはけぬし、着物もうまく   
着られぬ…」）予言されるのである」（フョードル・セリバーノフ編著、金本源之助監訳   
『ロシアのフォークロア』早稲田大学出版部、1983年、5頁）また『スヴェトラーナ』で   
歌われる占い歌については以下を参照。MReTKy3HeuH3Ky3HHLDJ，／－Ky3Heu，Ky3HeLt，TL）MHe   
CKytlBetleLt，／H306pe30tJKOB3OJIOTO鏑rTepCTeflh，／H30CTaTOt］KO8MHe6yJlaBOtIeK，／MHe   
6yJIaBOⅦH－Hap月XaTTIC月，／30JIOTbTMBeHuOMMHe8eHtJaTtlC乳／KoMy）ⅨeMhICneJⅢ，／ToMyL106po，  

／Ko叫r8uHeTCJI，／ToMyC6yEeTCR．／（K3aMyXeCTBy）（PyccK打鏑中0瓜KJTOP，M．，19i5，C．108）  
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槙を走らせる。この槙を走らせるモチーフを持つ夢、あるいはいずこかへの出  

立の夢は、彼岸への出立（死、異界への越境）の夢と読み替え得る。『スヴェ  

トラーナ』の女主人公が見る出立の夢は、冥府への出立を示唆するものとなっ  

ている。   

『オネーギン』のタチャーナの夢においても、ディテールは異なるが同様の  

筋が認められる。タチャーナは、夢のなかで熊に随伴されながら小川を渡る。  

この渡河のモチーフを死者の世界への出立と結びつけることはそう困難ではな  

い。23小川を渡ったタチャーナは、熊の先導で森の小屋へとたどりつく。小屋  

のなかで彼女が目にしたのは、角のある犬面や鶏頭の化け物、山羊ひげの魔女、  

あるいは骸骨、尻尾の生えた保儒、半身鶴で半身猫の化け物など、ありとあら  

ゆる髄魅惚魅が食卓を囲んでいる光景であった。そしてこの不浄の怪物たちの  

中心に座していたのが、タチャーナの恋するオネーギンその人であった。夢の  

なかとは言え、なぜプーシキンはオネーギンを彼岸の住人として描いたのだろ  

うか。ここには、のちに決闘で親友を殺害することとなるオネーギンの彼岸へ  

の近しさ、悪魔的側面が読みとられる。翻って考えてみれば、プーシキンが第  

5章エピグラフに用いた『スヴェトラーナ』に登場する花婿も、女主人公の夢  

のなかとは言えバラッド詩の大半において死者として描かれていた。最終的に  

スヴェトラーナの信仰心が勝利し、花婿も生還するという結末が語られてはい  

るが、馬上の花婿が冥界の存在なのではないかという疑問は、最後までぬぐい  

がたく読み手の意識に残る。プーシキンもこの点を念頭に、タチャーナの夢を  

描くにあたってジュコーフスキイのバラッド詩を引用したと解釈される。  

Zコロトマンやナポコフは、夢のなかでタチャーナの渡河を手助けする熊を媒酌人、仲介者と   
の連想で結婚を予知するシンボルとして解釈している。刀b〝川〟〟ノα〟PoMaHA．C，口ylUK刀Ha   
一’EBreHM再OHerHH”KOMMeHTaPHii．JI．，1980，C．270．；Ha60KO8B・B・KoMMeHTap11H K‖EBreHmO   

OHerHHy”AJteKCaHJ（ParlyuJKHtla：rlePeBOノICaHrJ］HiicKOrO・M・，1999，C，503．クチャーナの夢に   
ついて、詳しくは以下を参照。3痴2eC〟．nyIiIt（HHHXyKOBCK＝軋；PkMu308A．Mopo3Ha兄TbMa／／   
OroHhBeuefi．M．，1989．；J毎）uLe〃30〃MCHbJIlyl皿HHa／／MHXaHJt托plue＝30H．H36paHHOe．T，1．   
MynpocTt・nytlIKHHa．Gesharim，MocKBa－HepycaJMM，2000，C・184・；Katz，’’DreamSinPushkin’’，   
Cα／節用血ぷ仇fc助dfe∫，11，1980，p．71－103．；田辺「＜タチャーナの夢＞の文学的背景」。郡   
仲哉『プーシキンー饗宴の宇宙』彩流社、1999年、108－117貢。法橋和彦「プーシキンと   
夢占いのことども」Fロシア文学の眺め』新読宙社、1999年、105－140頁。  

110   



プーシキンと＜レノーレ讃＞（飯田梅子）  

2－2－3．『オネーギン』第8章（rJIaBaBOChMa月，1832）   

タチャーナと再会前のオネーギンは、親友レンスキイ殺害による心理的不安  

に苛まれ、絶えず転々と移動しつづけていた。領地滞在中は森や草原にたちあ  

らわれる血まみれの亡霊に日々悩まされており、遍歴の旅はそれらを振りきる  

手段であった。主人公はニージニイ・ノヴゴロド、アストラハン、カフカス、  

クリミアなどを遍歴する。そして、船旅からペテルブルグの社交界に帰還する。24   

第8章では、詩人によるモノローグが冒頭を飾る。そして第1速から第12連  

まで続くこのモノローグの第4遵において、ミューズが『レノーレ』の女主人  

公にたとえられる。  

K舐1m，nOCKaJlaMK祖Iq3a，  幾度カフカスの岩場づたいに   

OHaJleHO匹玖叩H町He，  彼女はレノーレのごとく 月光のもと   

CoMHO鎮cm規畑He！  私とともに烏で駆けまわったことか！  

本来、詩作や音楽などの芸術を司る9柱の女神ミューズたちは、肯定的な存  

在として描かれることが多い。しかし、ビュルガーの『レノーレ』の女主人公  

は、愛ゆえに生者と死者の境界を踏み越え、彼岸の住人となってしまった存在  

である。プーシキンはなぜミューズを礼讃する詩行において、死者の世界に属  

するレノーレに言及したのだろうか。ここには、詩作に向きあう詩人の内なる  

声が響いていると考えられる。詩人とは、眼前の世界に生起する事象のみに拘  

泥していられるものではない。詩人に求められるのは、常人（生者の世界に属  

する者）には知覚不可能な森羅万象を透視し、詩に昇華する才能である。詩人  

24当初、『オネーギン』は全10牽から構成されていた。定稿第7章と第8章のあいだに、主   
人公の遍歴を描いた章が構想されていた。この章は語り手の感慨や趣味の吐露が過半を占   
め、他の章と比して異質性が突出している。したがって、作品全体を見渡した際、遍歴の   
章が全体のバランスを大きく損なうものとなったであろうことは容易に推測できる。最終   
的にこの章はテクストから削除され『オネーギンの旅の断章』として本文に添えられた。   
『断章』は19遠から成り、34連から成る未発表草稿が残されている。また、ポルジノで   
起稿された第10章は、冒頭部分を除いて詩人自身の手で焼却された。  
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が看破すべきは形而上のあらゆるもの、未来、形而下にあらわれなかった過去、  

情念、彼岸の存在など無数に存在する。『オネーギン』第8章では、これらの  

表象の一例として、彼岸の存在となった『レノーレ』の女主人公の名が言及さ  

れたと考えられる。   

以上のように『オネーギン』においては、全篇にわたって＜レノーレ諾＞の  

モチーフがちりばめられているのである。  

2－3．『吹雪』（A彪∽朗b，1830）   

『吹雪』はいわゆるボルジノの秋（1830年9月－11月）と呼ばれる時期に執筆  

された。この年の5月にナタ，リヤ・ゴンチャロヴァ（HaTaJ］b兄HIIKOJlaeBHa  

roI門apOBa，1812－1863）と婚約したプーシキンは、父から領地ボルジノ村を贈  

られた。詩人はコレラ禍により領地に3カ月足留めされたが、この時期に旺盛  

な創作意欲を発揮し、『ベールキン物語』（〃0βeC〝川〃0だ0茹〃0～0肋α〃β〃e〝卯β肌〟  

ぶ朗椚川a）全篇、『コロムナの家』（月0〟〟だβ肋α肌e）、『客裔の騎士』（Cw〝0茹  

p叫呼b）、『モーツァルトとサリエリ』（〟0り呼椚〟Cα肋甲〟）、『石の客』（ぬ〃e〃〃bJ蒜  

～OC〝】b）、『ペスト流行時の酒宴』（〃岬β0甲e朋月り湖b～）などの作品を次々と執  

筆した。『オネーギン』全章を完成させたのもこの時期である。   

『ベールキン物語』は、故イヴァン・ベールキンが書きとめた5篇からなる  

連作短篇である。25『吹雪』はそのうちの一篇で、『オネーギン』第5章と同  

様に『スヴェトラーナ』の一節がエピグラフに掲げられ、物語の流れを予示す  

るものとなっている。  

Ⅹ01Ⅲ椚m口0卸叩卸，  鳥たちは丘をひた走る   

ToローI叩CHerr町鮎xo鎮…  深雪踏みしめ…   

BoT，BCm卵瓜e馳Ⅲ戒xpaM  ふと見遣ればかたわらには  

25『ベールキン物語』は以下の5篇からなる。全作がボルジノの秋（1830年）に書かれた。   
執筆順に『葬儀屋』（仲0∂0β叫〟だ）、『駅長』（C〝】〟〃り〟0〃仙J痴釧Omp〃m朗b）、『百姓令嬢』   
（坤b′M昭一岬eCmb月〝相）、『その一発』（βb∫C椚P朗）、『吹雪』（Aゐm色相）が挙げられる。   
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聖堂がぽつりとたたずむ  BIⅥeHO凡作HOI（Oii．  

にわかに辺りが吹雪きだし  

雪が綿毛さながらに舞い踊る  

黒塊が羽音鋭く  

槙の上を旋回する  

不吉な坤きが知らせるは悲嘆！  

逸る馬たちは  

しかと闇の彼方を見据え  

たてがみなびかせる…  

ジェコーフス≠イ（ⅤⅢ，77）   

Bヱ甲汀MⅧa叩叩M；  

CHermTmOKaM11；  

q印Ⅲ適Bp肌，CBIlm叩bⅥOM，  

Bm兄Ha月G址L耳MH；  

Be叩戒mHlⅥaCmnetl払！  

KoHH一口I対n乃l皿もI  

qyⅧOCM叩爪B代M町脚，  

Bo3那加卸叩HB叫  

み卿α戚  

表題の『吹雪』が象徴するように、本作では猛威をふるう自然に翻弄される  

男女3人の数奇な運命が描かれる。地主令嬢マリヤは、しがない少尉補ヴラジ  

ーミルと相愛の仲であるが、格差ゆえに両親の猛反対を受ける。思いつめた二  

人は駆け落ちを決行するが、おりからの猛吹雪にはばまれ計画は頓挫する。ヴ  

ラジーミルは視界不良で道に迷い、教会にたどりつけない。不運に不運が重な  

り、マリヤは、ヴラジーミルが到着すべき時刻に道に迷って立ち寄っただけの  

プルミンと、立会人のもとで結婚してしまう。全ては闇に葬られ、ヴラジーミ  

ルは戦地に赴き、のちに戦死する。数年後、傷心のマリヤは大佐プルミンと相  

愛になるが、彼はなぜかマリヤに求婚しない。プルミンには、数年前に出来心  

で挙式した見知らぬ花嫁がいると言う。プルミンこそ吹雪の夜マリヤと結婚し  

た若者であった。   

本作は、一見、趣向の凝らされたハッピーエンディングのかたちがとられて  

いる。出奔前夜にマリヤの見る夢（ヴラジーミルの死）は予知夢となるが、女  

主人公は最終的にプルミンという夫と再会することとなり、物語は一見めでた  

し型をたどる。読みによっては、随分ご都合主義のプロットのようにも解釈し  

うる。しかし、これは果たしてハッピーエンディングで閉じられた物語だろう  

か。ここには、＜レノーレ讃＞のプロットが周到に織り込まれているとの解釈  

も可能である。   

『吹雪』の舞台はナポレオン戦争（1812年）前夜の1811年末に設定されてい  
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る。猛吹雪に結婚を阻まれたヴラジーミルは、やがて従軍し戦死する。同じ吹  

雪をくぐり抜けたプルミンは、ヴラジーミルの代わりに見知らぬマリヤと結婚  

し、さらには負傷しながらも従軍先から生還する。つまり、自然の魔（猛吹雪）  

により入れ替わったヴラジーミルとブルミンは、従軍先からの帰還に際しても  

分身のように役割を分かつことになるのである。マリヤの恋人ヴラジーミルは  

ナポレオン戦争で戦死し、死せる花婿となる。そして、戦地から負傷兵ブルミ  

ン大佐の姿をとって、花嫁たるマリヤの元に帰ってきたのである。ヴラジーミ  

ルとブルミンは互いに相補的・分身的存在と言える。26この作品には、明示的  

ではないが＜レノーレ讃＞のモチーフがしっかりと織り込まれているのである。  

エピグラフは単に吹雪の道行を予告するだけでなく、死せる花婿の帰還を示唆  

していると解釈しうる。27   

ヴラジーミルとブルミンが入れ替わることとなった吹雪の場面を比較してみ  

よう。ヴラジーミルは、馬構でわずか20分ばかりの距離を夜どおしさまようこ  

ととなる。  

しかしヴラジーミルが村外れから雪原へ出るや否や、さっと風が吹きつけて何も見分   

けられぬ猛吹雪になった。たちまち道は雪に埋もれてしまった。周囲の輪郭も黄味がか   

った白っぽい闇の中に消え失せ、その闇をとおして白い雪片が飛んできた。天地の見分   

けもつかなかった。ヴラジーミルは雪原で我に返り、再び道に出たいと思ったが無駄だ   

った。馬はあてずっぱうに進み、しきりと吹きだまりに乗りあげたり、穴に落ち込んだ   

りを繰り返し、槙は絶え間なく転覆し続けた。ヴラジーミルは現下の方向だけは見失わ   

ないように必死だった。しかし、もう三十分以上過ぎているように思えるのに、まだジ   

ャドリナの林には辿りつけなかった。さらに十分はどが経過した。林はまだ見えなかっ   

た。ヴラジーミルは深い窪地に寸断された雪原を進んでいた。吹雪は止まず、空も晴れ   

なかった。馬は疲労の色を見せはじめ、ヴラジーミルはのべつ腰まで雪に埋もれながら  

26プーシキンが花婿を死の花婿（ヴラジーミル）と生の花婿（プルミン）に分化したという   
解釈もある。詳しくは以下を参照。浅岡宜彦「虚構と現実の交錯（『吹雪』を読む）」『むう   
ざ』第18号、ロシア・ソヴェート文学研究会、1999年、63－74頁。浅岡は花婿の分化の例   
として、アーヴィング（WashingtonIrving，1783－1859）の『幽霊花婿』（TheSpectnBridqgroom，  
1819）を挙げている。このはか、以下の著作でもヴラジーミルとプルミンの分身性が指摘   
されている。郡『プーシキンー饗宴の宇宙』139貫。  
27ジュコーフスキイの原詩とエピグラフの詩行には若干の異同がある。プーシキンは原詩の   
「BopoI”apKaeT：ⅢetIaJ［h！（黒鶉の囁き声が告げるは悲嘆！）」という詩行を「BellI”鏑CTOH   

r刀aC打rneqMも！（不吉な坤きが知らせるは悲嘆！）」と書き替えている。  
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も大粒の汗を況していた。（VIII，79－80）   

同じころ、プルミンも吹雪に道を遮られていた。以下は回想の場面である。   

「1凱2年の初めでした」プルミンは言った。「私は我が連隊の駐屯地ヴィルナに急いで   

いました。ある晩おそく宿駅に到着すると、私は急いで替馬を用意させようとしました。   

とたんに猛吹雪となり、駅長も駁者たちも私にしばらく待機するよう勧めました。彼ら   

の言葉に従ったのですが、わけのわからぬ焦燥に駆られたのです。誰かが私の背中をし   

きりと押しているように感じました。その間も吹雪はおさまりませんでした。とうとう   

我慢できずに、馬の用意を命じて暴風雪のさなかに出発したのです。駁者は河沿いに進   

むことを思いっきました。三ヴェルスタは近道ができると踏んだのです。両岸は雪に埋   

もれていました。駁者は街道へとつながる地点を通過してしまい、我々は見知らぬ方角   

に出てしまったのです。暴風雪は止みませんでした。灯りが目に入ると、そちらへ向か   

うよう命じました。」（VIII，85）  

上の対比でも明らかなように、両者の置かれた状況は対照的である。マリヤ  

との結婚まで時間・距離的にはんのわずかであったはずのヴラジーミルの運命  

は、猛吹雪により絶望の淵にまで運ばれてしまう。眼前にあったはずの幸福は、  

吹雪との絶望的格闘の末に粉砕されることとなる。ヴラジーミルの雪原での彷  

後には、およそ1頁半（64行）の紙幅が費やされている。ここでは猛吹雪の魔  

力が仔細に描かれ、後述する『悪魔たち』において展開される悪魔的世界（異  

界、彼岸）が顔をのぞかせる。吹雪はヴラジーミルを絶望の淵に連れ去り、彼  

を彼岸へと旅立たせる主因ともなってしまうのである。   

これに対し、わずか13行はどで語られるプルミンの吹雪体験に悲壮感はまっ  

たくない。軍務で連隊駐屯地に向かう途中に猛吹雪で足留めされるが、「わけの  

わからぬ焦燥に駆られ」「誰かが私の背中をしきりと押しているように」（ここ  

に異界の存在が灰めかされてはいないだろうか）馬を走らせ、たまたまマリヤ  

がヴラジーミルの到着を待つ教会に行きあたり、出来心で見知らぬマリヤと結  

婚してしまうのである。両者の差異をどのように理解すべきだろうか。   

プーシキンは『吹雪』（1榔年10月知日執筆）のひと月半前（同年9月7日）に  

書き上げたバラッド詩『悪魔たち』（鹿cbJ、18か年10－11月草稿、1駁）年9月脱稿）  

において、吹雪の猛威を鮮やかに描出している。これは8連はどのごく短い作  
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品であるが、『吹雪』とあわせて鑑賞することにより、雪原を彷復するヴラジ  

ーミルの恐怖や白い闇との絶望的な格闘を追体験することが可能になるだろう。28  

黒雲が疾駆する 黒雲がうずまく  

月がひそかに  

舞い散る雪を照らす  

空も夜もどんより登り  

私は純白の広原をひた走る  

鈴の音が シャン シャン シャン・‥  

背中がぞくぞく いつの間にか  

見知らぬ平原のど真ん中に！  

「そうれ進め 駁者よ！……」「だめだよ  

旦那 馬たちがへばってまさ  

吹雪で目も開きやしません  

道という道は雪に埋もれちまってます  

どんなに目を凝らしても足跡ひとつ見えやしません  

道を逸れちまいました どうしたもんだか！  

どうやら悪魔が俺らを雪原に連れ出し  

あっちへこっちへとひきずり回しているようだ  

ほら悪魔の奴 あそこをぶらついてやがる  

こっちに向かって息を吹き 唾を吐きかけてやがる  

はらあいっめ㌦今度は谷間の方へ  

野性に還った鳥を追い立ててやがる  

あっちじゃ見たこともない里程標さながら  

俺の前につっ立っていたし  

こっちじゃ小さな火花みたいに光ったかと思うと  

虚ろな暗闇の中に姿をくらましやがった」  

黒雲が疾駆する 黒雲がうずまく  

月がひそかに  

Mqm月叩，8bm兄γⅦ1；  

HeBIⅦ凪ⅨOIO月ylla  

Oc庇叫a訂CHe川叩；  

MymoHe由，HOt払叫Ⅶ乱  

E町，叩Bt加mMnOJIe；  

KoJ10Ⅰく0皿Ⅶ押m一間一仲山．．．  

C叩皿皿0，叩a11mOnOHモ且0月e  

Cpe凪HeBe40Ml，ⅨpaBHm！  

（く3玖noIⅡe叫叩！…〉〉－（くHeTMOⅦ：  

Ko肋，6甲I叫一辺だ餌0；  

Bb相和MHeC∬打Ia餌OtⅨ；  

8∝Ⅷ0門川3肌矧－0；  

Ⅹony鮎玖∽e且aHeBI岬0；  

C（；托圧打C上，帆．qm月αm〃aM！  

BnoJle6∝H鉱Bq押汀，Bl仰IO，  

月a脚rrnOCm匹HaM．  

n∝MO叩H：80鴫80村打pa町  

曲′訂，nJ町HaMeH兄；  

BoIト一花rI印bβ08p訂Ⅷ汀  

0神川a几0Ⅰ℃KOl甥；  

TねI岬和泊H感胤0責  

OH7℃pWne匹属0旭IO汲；  

TaMC肛p叫ⅥOl川C卿〟M飢0弟  

HnpolI飢BOTもMenym払〉．  

Mq飢℃刃1y叫Bu｛n℃月叩；  

He8仰Ⅸ0IOJlyla  

28 F悪魔たち』やF吹雪』の書かれた状況、詩人の心理状態について、詳しくは以下を参照   
のこと。J‾わuLefL30TJM MeTeJtb／／M＝XaHJlrtPuJeH30Il・H36paHHOe．T．1．MyEpOCTもnyInKt4Ha．   
Ge51】arim，MocI（郎トHepyc狛ⅥM，2000，C．89．  
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舞い散る雪を照らす  

空も夜もどんより曇り  

我らにはもはや走り回る力はない  

鈴の昔が不意に止み  

鳥たちは棒立ちになった…「雪原に見えるのは何だ？」  

「さあ？切り株か狼でしょう？」  

吹雪は荒れ狂い唸り声をあげ  

敏感な鳥たちは鼻息を荒立てる  

これはもう悪魔の奴が遠く跳ね出て  

両の眼だけを闇に光らせているのだ  

居たちは再び駆け出した  

鈴の音が シャン シャン シャン…  

ふと見れば 自ずむ平原のただ中に  

悪魔どもが集っている  

無数の醜悪な悪魔という悪魔が  

月の鈍い輝きの中で  

旋回しはじめた  

まるで十一月の落葉のように…  

何たる数！どこへ追い立てられているのだ？  

あんなにも悲しげに何を歌っているのか？  

家の霊を埋葬しようとしているのか  

それとも魔女を嫁にやろうとしているのか？  

黒雲が疾駆する 黒雲がうずまく  

月がひそかに  

舞い散る雪を照らす  

空も夜もどんより愈り  

果てしない高みを  

悪魔が群れなして次々と疾駆してゆく  

その哀れな金切声と鳴嘩で  

私の心を切り刻みながら…（Ⅱtコふ227）   

（k虻叫mCHerJI田yⅦ戒；  

MymoHe60，HOt払Myma  

CIⅥIlaMHeTq叩兄凸凹e；  

Ko刀OKO鳳ⅦBヱpyryMOJⅨ；  

KoHⅥC一肌．‥（（qTOTaMBmOJIe？〉ト  

（くKTOIⅨ3Ha巳r？neHもHJ払80JⅨ？〉〉  

BMmmちBb旧mnJ飢訂；  

KoHH叩eXp飢灯；  

BoTyXOH月肌門eCKaq訂；  

几皿皿ma盟帥MmeI℃p灯；  

KoH月CHO8aⅢOH∝JmC兄；  

KoJIOI（0∬btⅨK几m一皿m－ル【H．．．  

Bl呵：DyXHC（痴paJMC兄  

C卿6印e旧叫ⅨpaBHIm．  

良℃ⅩOHeⅦ皿ち6e306pぉ恥Ⅰ，  

BMymOIIM∝凪Ial廿1X  

3耶ⅣmCb鎚cupa3叫  

6y耳rO∬HmBHO兄6Ⅰ光…  

Cl（OJ払KOHX！呵ⅥalⅨmⅣⅠ？  

サmTaⅨXa刀06HOⅢOHJβ  

刀oMO80rOJmXO匹Ii町  

Be仲MyJ払叩8叫胆Ⅳ〝  

MⅦⅣ月叩，8bm月Ty・Ⅲ；  

HeBl仰MXO氾町Ha  

〔k斑Illa訂CHerJI叩；  

MymoH血，HOt払叩a  

MtIm月蝕cuf氾童過叩M  

B良寛n匹爪印bHO弟BⅦⅠ皿IHe，  

BH3Ⅰ℃MX…けⅠ（痴HuMH8（妃M  

Ha皿pu丑8月∝p邪MHe…  

バラッド詩『悪魔たち』は、プーシキンがフォークロア歌謡に最適な詩行と  

みなしていた4脚ホレイでうたいあげられている。女性韻と男性韻が次々と交  
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差し、テクストは徹頭徹尾美しい交差脚韻を成している。さらに詩行の反復  

（MqaTC兄TytlH，BhtOTC兄TytlH／HeB叫1HMKOfOJlyHa／OcBeLLIaeTC＝erJ7eTytIHn、オノ  

マトペの反復（AH＝一皿H＝一月H＝）、フォークロア的形象の挿入（月OMOBO羞／BeAbMa）  

など、俗調を意識した手法が豊富に採りいれられている。   

エトキントの詳細な構造分析によると、全7連のうち、冒頭の第1連、中央  

に配置された第4連、末尾に位置する第7連において、印象的な詩行「黒雲が  

疾駆する 黒雲がうずまく（MtlaTC月TytIⅥ，Bh旧TC兄TyqH）」が繰り返される。前  

半部にあたる第1連から第3連までは、此岸（現実世界）の雪原が描かれる。  

騒々しい鈴の音が鳴り響き、旦那と駁者の会話が飛び交い、馬たちが疾駆する。  

ところが第4連に至ると、突如として鈴の音が止み、馬たちも棒立ちとなる。  

そして、第4連の静止を境に世界が反転することとなる。後半部に位置する第  

5連から第7連では、彼岸（幻想世界）、悪魔が抜屈する世界が素描される。  

ふたたび鈴の音が鳴り響きはじめ、馬が野性の本性をあらわにし、吹雪が荒れ  

狂う。第4連のリフレインがちょうど扇の要のようにバラッド詩全体の中心に  

据えられ、全体の構成は美しいシンメトリーをなしている。29   

『悪魔たち』で描かれた此岸と彼岸の対比は、『吹雪』においても観察され  

る。貧しいヴラジーミルは、使用できる自分の駁者にマリヤの送迎を依頼した  

ため、ひとり教会に向かうことになる。ヴラジーミルを襲う猛吹雪は、他者の  

介在しない孤独な空間を生みだした。青年は駁者との会話もない道中、知らぬ  

まに境界を踏み越え、彼岸に迷い込んだのではないだろうか。一方、ブルミン  

は駁者を伴い出発する。マリヤの待つ教会に辿り着くのも駁者の判断の結果で  

ある。ブルミンは他者（駁者）との対話のなか、此岸にとどまることができた  

とも解釈できる。  

29 3mKu〃J，t；0）ⅨeCTBeHHI，lfiITIarOJt，C305－308．エトキントはさらに、バラッド詩の前半と後半で、   

悪魔（6ec）という語が単数（6ec）から複数（6ecbI）に変じる点にも注意を喚起している。   
第4連を境界とした前半（第1連から第3連）の語り手は駁者であり、駁者の想定する悪   
魔は単数（6ec）である。これに対置される後半（第5速から第7連）の語り手は「私（旦   
那）」であり、悪魔は複数（6ecbI）となっている。前半はフォークロアの世界を表象し、後   
半はロマン派の詩的世界を表象している。エトキントによると、複数形の悪魔（6ecbl）は、   
ビュルガーの『レノーレ』を囁矢とする＜レノーレ讃＞において顕著に描かれているとの   
ことである。  
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2－4．『西スラヴ人たちの歌』（〟ec〃〃3〟〃〟∂肋Jズ∽α朗〃，1834）   

あまり知られていないプーシキンの作品に『西スラヴ人たちの歌』がある。  

これは、メリメ（ProsperM6rimee，1803－1870）の『グズラ』（La Guzla，1827）  

からの翻案詩11篇、カラジッチ（ByKCTeOaHOBHhKapa岬h，1787－1864）の『セ  

ルビア民謡集』（q，〝C〝g〃甲OJ〃e吋e∽e，1824）からの翻案詩2篇、それにプ  

ーシキン自身のオリジナル詩3篇、計16篇の連作詩からなる作品である。メリ  

メのフランス語テクストの翻案詩、およびカラジッチのセルビア語テクストか  

らの翻案詩が過半を占めるという性質のため、他のプーシキン作品と比して、  

本国ロシアでもこれまであまり研究者の関心を惹いてこなかった。30   

本邦でも戦前のわずかな邦訳をのぞいて、はとんど議論の狙上に載せられる  

ことはなかった。しかし、近年、栗原成郎の先駆的研究につづき、31伊東一郎  

が詳細な研究を著している。32伊東論文ではメリメ『グズラ』発表の経緯、仏  

語序文およびプーシキンによるロシア語序文との比較、ロシア語訳の特異性や  

ユ0『西スラヴ人たちの歌』について、詳しくは以下を参照。3m〝〟〃∂，60）KeCTBeIⅢu鎮maro几，   
C．498－519．；¢awuLEe8 CA，く（rIecHH 3anaJIHhTX CJIaB月H〉〉 rIyHIKHHa〟 nyxoBHa37 KyJtUrypa   
cJTaB月HCJQ4XHaPOAOB．JI．，1983，C．130－145・；物a8be8aO・C・06pa3＜（MepTBO”【BO3皿06JIeHHO鏑〉〉B   
TBOptleCTBeIlyuJKH＝a〟BpeMe＝＝Hf（rIyLUKHHCKO疏7（OMJ4CCHn，BbIrIyCK24，几，1991，C，17－41・；   
P甲8uTJM駕 Tk・na B・H uHKnH3aLP月B Tt10ptleCTBe nyulKHHa：OIll・）TI†3ytIeHH3Ir103THⅢⅠ   
ⅩOHBepreHmOrOCO3HaH肌，HoBOCH6HpCK，2001．C．129－150．；栗原成郎「劇詩『ルサールカ』と   
その周辺」Fプーシキン再読j創元社、1987年、126－139頁。このはか、比較文学的研究、   
フォークロア研究などが散見される。  
ユ】プーシキンの＜吸血鬼弄＞への関心について、栗原は以下のように述べている。「プーシキ   
ンの吸血鬼に対する関心は、バイロン（ポリドリ）、メリメ、カルメによって喚起されたも   
のであり（プーシキンの蔵書のなかにはカルメの書物が見出される）、その関心の持ち方は、   
西ヨーロッパ人なみに、異国趣味的である。ロシア語には「吸血鬼」を意味する「ウプィ   
リ」（upyr，）という語は古くからあったが、多少とも文学的意味合いをもつ「ヴァンピール」   
（vampir）という言葉は十八世勧こフランス語ないしドイツ語から借用され、南スラヴ語   
起源の「ヴルダラーク」（YWdalak）がロシア語の語彙のなかにはいったのは十九世紀前葉   
であり、この語を『酉スラヴ人の歌』のなかで用いたプーシキンの影響は絶大である」（栗   
原成郎『増補新版スラヴ吸血鬼伝説考』河出書房新社、1991年、248頁。）  
32伊東一郎「プーシキンの『西スラヴ人の歌』とメリメの『グズラ』」『ロシア文化研究』第  
1g号、早稲田大学ロシア文学会、2011年、1－30貢。同著者「プーシキン『酉スラヴ人の歌』   
におけるセルビア民謡の翻訳2篇について（1）」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第   
54輯、2009年、159－174頁。同著者「プーシキン『西スラヴ人の歌』におけるセルビア民   
謡の翻訳2篇について（2）」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第56輯、2010年。  
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独創性、セルビア叙事詩のデセテラツ（deseterac、10音節詩行）詩型韻律の特  

殊な適用法などについて詳述され、詩人の創作姿勢の知られざる一面に光をあ  

てる研究となっている。   

僻撤的分析は先行研究が存在するので、ここではくレノーレ讃＞、＜吸血鬼  

讃＞にかかわりのある3作品について概観することにしよう。すなわち、『ガ  

イドゥク・フリジチ』（几卵作句肌肌）、『マルコ・ヤクボヴィチ』（A卸だ0  

頻り∂0β椚）、『吸血鬼（ヴルダラーク）』（物∂朗αだ）の3篇である。これらはす  

べて、メリメの『グズラ』から翻案された。邦訳がほとんど見あたらないので、  

3篇については全文を訳出する。  

2－4－1．『ガイドゥク・フリジチ』（几句作考耽肌）   

『ガイドゥク・フリジチ』は、メリメ『グズラ』所収の『勇敢なエイデュク  

たち』（上田β和V甜月と励曾〟郎）をもとに翻案された。ガイドゥク（ra軸yK）と  

は、トルコ統治時代のバルカンの反乱パルチザンのことである。  

rA耶ⅩPH3肌  

Bne叫甲e，HaOC叩bⅨ氾Me払瓜  

ⅢpⅥTamC方Xpa6phIiiraawKXpH3HtI．  

C一班MX印aemX訂印判叫  

CI仙1el℃A臨皿eCⅦⅠち  

Ⅰ4MHe几以旧HelqepもⅠ8血．  

Clq㌍ryTIⅨH卿飢もIe．  

XoJⅢt主ynOHHIⅦIO町nq恥叩  

B月HXⅢp叫e几訂Ⅰ℃兄m孤COpOI（耶eii．  

OHHTplt卿，TphHOImHeeⅢt，  

Ⅱ肌HTWIもmB叩月0和e町旧，  

Ha阻meI叩80Bn脚IeM．  

HatI叩B犯lIⅥOl甲狐HO｛0Ⅱmle，  

HB明aBOBn脚eHCC幻UI乱  

TbIⅥaMOJⅢ打Ⅰら叫1叩u叫KmepHHa：   
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『ガイドゥク・フリジチ』   

峻峻な考場の洞窟に  

勇敢なガイドゥク・フリジチは身を潜めていた  

妻のカテリーナと  

二人のかわいい息子たちが一緒だった  

洞窟の外へは出られない  

凶悪な敢に見張られているのだ  

ひょいと頭をもたげようものなら  

即刻あまたの銃口が彼らに向けられるだろう  

彼らは三日三晩何も口にせず  

岩のくぼみにたまった  

雨水のみで渇きをいやした  

四日目に赤々とした太陽が昇り  

くぼみの水は干上がった  

カテリーナは溜息をついて呟いた   
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「ああ神よ！我らの魂をお救い下さい！」  

そして地面に倒れ息絶えた  

フリジチは妻を見ても涙は流さず  

息子たちも父の前で涙する勇気はなかった  

フリジチが背を向けたその瞬間  

両目を拭うのがやっとであった  

五日目に長男は正気をうしない  

さながら狼が眠っている山羊をねめまわすよう  

亡くなった母を見るようになった  

それに気づいた弟は驚き  

兄にこう叫んだ  

「ああ兄さん！魂を破滅させないで  

僕の熱い血を好きなだけ飲んで下さい  

僕たちが餓死するようなことがあったとしたら  

墓を抜け出して  

敵の寝首をかいてその血を畷ってやりましょう」  

フリジチは立ちあがって言った「もうよい！  

飢餓で死ぬより銃弾に散る方がましだ」  

そして三人そろって岩場から谷へ  

狂暴な狼のごとく走り出た  

三人それぞれに七人の敵を殺し  

三人それぞれに七発の銃弾を浴びた  

敵は彼らの首を斬り落とし  

その槍先にさしかざした  

しかし敵の誰にもその首を見る勇気はなかった  

それはど敵はフリジチ父子を恐れていたのであった  

（Ⅲ，347－348）   

く（lもcn毎払駄肝！no叩H山H月y【l1日！〉卜  

Hyn狙aMepTMHa父M皿0．  

XpI8脚1，汀脚HaH∝，Hem，  

ChmOJ｝hErI∫IamITPHHeMHeCMeJtM；  

0ⅢtT肌灯研一＝m叩即叫  

K封＝汀＝HXmOp伊仙刀C兄Ⅹpl匂肌  

Brm戚AeHもC柑pUI戒cbm句仰即，  

CTU．ITl明eTt・0＝＝aMePTPMaT甲h，  

6y叩BO爪HaCr皿Ⅰ耶0粗野  

Ero6p叫BIl聞m，hC叩00．  

3a叩椚飢OHCT叩ⅢeMy6pm）′：  

（仙払戒卸町！Heり血c以）旧のrl叩；  

TlIH肌e鎮c月r℃p椚eItMOeIlI（匹8Iち  

A卿MMulⅦⅠ岬IOIOCM甲n旧，  

CmHeMMuBbⅨWIもⅠ8MOn仙I  

Kl氾8b00C訂もH乱皿tXH叩ymBCIl瓜叩船〉．  

Xp18椚mH叫氾MO皿且Ⅸ（爪0乃HO！  

J吋t皿e叩Ⅵ兄，qeMm明月嘲a〉〉．  

H砿引騨妃00C旧皿IBAOJmIy  

C臨】舶t，組Ⅰ（鮎ueHueMKlt．  

CeMepbⅨ咋m旧HHX恥戚，・  

CeMも旧叩耶戒嶋HIⅨIl叩IeH；  

nⅢOBblBp訂IIyHlⅨmeⅢ  

HHamMC郎HH叩－  
AHT叩Ⅷ且m現mHeCMeJm．  

T加l別Clp址IeH6MXpI重刑CCuHOBb瓜m．  

メリメの『グズラ』所収作品はすべて散文である。プーシキンはこのうち数  

篇を韻文訳した。本作もそのような作品のひとつであり、お飢餓で極限状態に  

置かれた家族がカニバリズム、吸血の危機に瀕する様子が描かれる。弟が自ら  

の血を兄に提供しようとする場面や、敵に吸血行為で復讐しようと提案する場  

ユユ『西スラヴ人たちの歌』収録の詩篇の過半（4脚ホレイで古かれた4扇を除く）はロシア   
詩の伝統的脚韻を踏んでおらず、セルビア叙事詩のロシア語訳において伝統的に適用され   
てきた韻律が採用されているとのことである。詳しくは以下を参照。伊東「プーシキンの   
『西スラヴ人の歌』とメリメの『グズラ山20－21頁。  
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面が印象的に描かれる。ガイドゥク・フリジチの一家は追われる身であり、そ  

の最期は凄惨である。一家の置かれた状況は死と隣りあわせのものであり、彼  

岸への移行も疾走感を伴って描かれる。  

2－4－2．『マルコ・ヤクボヴィチ』（A卸だ0ノ恥り∂0β〃り）   

『マルコ・ヤクボヴィチ』は、同じくメリメ『グズラ』所収の『コンスタン  

チン・ヤクボヴィチ』（Cb〝∫ねJ7Jブ〝飽c∂〟占♂γわカ）より翻案された。  

『マルコ・ヤクポヴィチ』  

門扉の傍らに座るはマルコ・ヤクボヴィチ  

手前に座るはその事ゾーヤ  

息子は敷居付近で遊んでいた  

路上を見知らぬ男が彼らに近づいてゆく  

蒼謎めた顔 歩くのもやっとの体のその男  

どうか水を飲ませて欲しいと頼みこむ  

ゾーヤは立ちあがって水を汲みに行き  

柄杓をよそ者に持ってきた  

よそ者は柄杓の水を飲み干した  

さてその男 渇きを癒やすとマルコに尋ねる  

「山の麓に見えるのは何だね？」  

マルコ・ヤクボヴィチは答える  

「あれは私たち一族の墓地です」  

見知らぬよそ者は言う  

「お宅の墓地に眠らせてはくれまいか  

もう長くは生きられないから」  

その男 そう言うと幅広の包帯をはどき  

マルコに血まみれの傷口を見せる  

その男は言う－「もう三日も心臓の下に  

異教徒に撃たれた鉛の銃弾を抱えている  

私が死んだら遺体を山向こうの  

緑の柳の下に埋めてくれまいか  

そしてサーベルも持たせてくれまいか   

MKO兄KyBOB肌  

yBOpOTC叫eJIMapK）」融γ60BHtI；  

ne脚1丑mtC叫merP3皿，  

AMmIⅨ叩yllqI刀ry  
noAO匹陀KHlⅢlⅥ訂H幻H弧OMelも  

駄Ⅰ印eHOH11tIy¶』HOrKBO几0Ⅶ巧  

叫肌mⅦ…mm鱒p唖BoJa  

3伽BC陀UlaHロO吐けIa盟BqⅡO10，  

HrIpOXOXeMyBbmeC刀alのB皿，  

封口匹Ⅸ0）追戒月0皿Iael℃B皿  

BoT；HarntBIIJHCJ｝，InBOp甘TOHMapl疋：  

く（｝m－mnqq柑Ⅰ氾旧TaMB牲町IO？〉〉  

OT蹴qa訂MapⅢ月町tわB打q：  

（（Tbm昭6I叫eH乱ue押OBOe〉〉．  

m師pHTHe3Ha迎Mもm叩0油X戚：  

（く0Ⅲ耶mもMHeHa姐11IeM灯Ia皿6皿1e，  

nomMyⅥ℃MHeⅢnもyⅨHe几OJm〉〉．  

T）T叩KHHIM381mOHnO兄C，  

KⅣrM叩KeI甲即弧町Ⅶp叫  

（（T画Ⅷ叫－MαⅧ叫－HO11Ⅳ兄nqqCep瓜IeM  

Ey町pM加aCBⅦ叫0町旧IT叩和．  

K弧yM防nI刃pOHMOeTeJIO  

3arp匹H，nO瓜光刀eHOlOl岱0由．  

HcoMHO鏑no几OXαIMOIOCa6JI旧，   
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nmMy・m兄C皿BHも戒6bⅢBOHH》．  

nq明甲ⅩarIa3伽He3Ha迎Ⅶ1ら  

AM叩旧mOCM飢pI偲訂ーもp叩  

軸ⅣrCm3三UlaMO乃q可視3伽：  

（爪oMOr＝MHe，M叩粗，兄HeBC町1aX  

Ⅲq町l印XammmIiauerP月0刀e〉〉．  

乃rr叩明朗M叩相月町60B肌，  

qmn匹XⅢ（Ⅰ戒i＝aⅣ塩X∝yMep・  

MapIのCeJ］＝aK）HEEmPOHOIT），  

B3那CCO60氾M甲T80eTⅢO  

HⅢ0飲a刀CHl伽Ham月6m叫e．  

TaM叩頭0叩8叩bUmMOr即y  

HcMO几HTBO翫呵me埠Cり匹＝ⅠⅢⅠ・  

BoTIT門間rrHe刀eⅢ，脚，  

CIUI御mCムⅢOqeKyM叩Kぢ  

口e匹mOH鮎柑ⅠもH匹3Bmち  

BceJ］eXaJI＝aPOIT）XenaOXaJI．  

K月ゆ08汀Ⅴ拓Uγ印叩叩叩－  

ⅢocMOT阿川叩簸ⅠⅧaHMO旭ⅠⅥ：  

（（ChIHT町鎮60JTeHOIlaCHO106ale3HhK）；  

nocM叩Ⅵ1仏画eI℃凹elO：  

B叫耶皿nlIく匹姐町氾paHXy？  

〇相野6町p旦飢a通，nO蹴pbMHe〉〉．  

Bc月月e匹B朋盟mpqeM叩M  

OTnp誠比J仏Cbm狐現M即痴1叫e；  

T払IMOmIyrI卵油Ⅹe柑pおpbmち  

B叩－Ⅶ¶脚払mHC叫一  

HomB叩粗Km匹払＝畑rm，  

A皿叫日向鱒馴0ふ）卿0IO，  

A几0蕗Ⅰ（匹BuOBbm伯ぷ辻IbIry6bち一  

口αmaI（lカBHmy60相月MOlTU胤  

蜘M叩腫ⅧMOM盟MaXHyIC月，  

HoMepT班u刃月m＝－Ⅰ匹師pliO  

私は栄えある戦士だったのだから」  

見知らぬ男に肩を貸すゾーヤ  

傷口を診はじめるマルコ  

突然若いゾーヤが言った  

「助けてマルコ もうできないわ  

これ以上お客さまを支えられないわ」  

マルコ・ヤクボヴィチにはすぐにわかった  

よそ者が妻の腕の中で息絶えたことが  

マルコは黒毛の馬に跨り  

亡骸をわきに乗せ  

一緒に墓地へ向かった  

墓地では深い墓が掘られ  

死者は祈祷とともに埋葬された  

それから一週間が過ぎ 二週間が過ぎると  

マルコの小さな息子が痩せはそり始めた  

彼は駆け回ってはしゃぐこともなくなり  

いっも定に横たわって苦しげに囁いでいた  

マルコ・ヤクポヴィチの元へ巡礼がやって来て  

子供を見るとこう言った  

「お前の息子は危険な病に冒されている  

息子の白い首元を見るがいい  

血まみれの傷口が見えるはず  

これは吸血鬼の歯形だ 間違いない」  

村は総出で年老いた巡礼の後を追い  

すぐさま墓地へと向かった  

あのよそ者の墓を掘り返してみると  

そこにあるのは血色の良い生き生きとした死体  

爪は貌の爪のように伸び放題  

顔は一面髭に覆われ  

唇は真っ赤な血潮に染まり －  

深く掘られた墓は血に溢れ返っていた  

哀れなマルコが杭を振り上げるも  

死者は金切声をあげ すばやく  
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H3MOI71恥18刀eC飴n加巧′Cm刀C乱  

OH血Ⅰ6bImp∝，qeMJIOl山a脚，  

CTpeMeHaMHOCTPEJMH幻BHMa；  

H町mnqq＝HMT孔KⅥIT叩Cら  

A叩月e匹BT征Ⅲ叩elq叫  

刀oM朗Cb，賦払K3aMepⅥもIeI脚．  

K叩印MOn仙HOIO3eM刀e旧  

Pe鮎＝m血皿HOI℃班en）Bもm甲，  

HBeCb月el払ⅧOp即Ha月一柳止MOⅧTBbI．  

Ha盟Ⅰく訂Ⅰ℃印紙＝0Ⅰ℃C叩a  

30兄MyXyCBOeMyCtCa3ana：  

くく口oMHm恥？poBHOTOMy月BeIl脚，  

BⅥyⅢ0ⅣyMq）Ⅵ0鎮叩∝0ⅩⅠ励〉．  

B叩yIICO6孤a叩OM静3飽叫  

OTMpⅣ1孤も月BepbCaMaCO血相，  

HBOl山e几叫HamOHI鴫1皿ICb，  

Ce刀OH，HOr打nqqC血n駆弧11M，  

ⅢmoJIXanmOBOtOXaCa兄CI，．  

OHHaMap粗rTI叫eJ］HeIlqEtBmO，  

HelI叩mOITI叫飢HaHeI℃M叩粕，  

0Ⅶ甲OBaHyXaCHJ｝IMerOEBOPOM；  

HocTapHR，MOJmeImpaC叩b皿Ⅲ鴫  

3m肌ImmpHC町IO耶  
Hnq工即Ⅰ那加Ha皿  

H3椚p兄CC兄町Pq加水npOK几m崩，  

B押印Ⅵ6pocH刀C兄祈細m叩mC兄，  

6さ町rOBmK，OmMI℃Hlm仏Ⅰ由．  

Ha耶eqⅧ灯＝‖γ識eⅢ0Ⅳ  

Ilec3BUlaaTtEBePhOTBOPⅣlaCt，，  

HBOl山e乃qeJ10BeIくHe3Ha】のMu汲．  

石bmOtlpOCmM，通XqeCapCKlⅢ匹叩y工  

C餌01rMαmaIiCr狛m刃脚HaM叩仰；  

Ho呵ⅠⅨMO几m鎮eI℃ⅢpOnla几   
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墓から森へと駆け出した  

死者の駆けぶりは  

尖った鐙に傷ついた馬よりも速かった  

死者の足元では潅木がぐにゃりとたわみ  

まるで凍てついた細枝のように  

木々の大枝がめりめりへし折れた  

巡礼は墓場の土で  

病んだ子供の全身を拭い  

彼のために一日中祈りをささげた  

赤々とした太陽が沈むころ  

ゾーヤが夫にこう言った  

「ねえ覚えている？不吉なよそ者が死んだのは  

ちょうど二週間前のこの時刻だったこと」  

と突然 雌犬がけたたましく吠えはじめ  

扉が自然に開いた  

そして身を屈めて大男が入ってきた  

彼は正座で坐ったが  

頭は天井に届いていた  

男は微動だにせずマルコを見つめ  

そのおぞましい眼差しに魅入られたマルコも  

微動だにせず彼を見つめていた  

しかし老人が祈祷書を開き  

イトスギの枝に火をつけ  

大男へと煙を吹きつけると  

呪われた吸血鬼は震えだし  

扉の方へ脱兎の如く退くと 駆け出した  

まるで猟師に追われた狼のように  

翌日の同じころ  

雄犬が吠え出すと扉が開いた  

そして見知らぬ男が入って来た  

背丈は近衛新兵くらいだった  

彼は黙って座り マルコを見つめはじめたが  

老人が祈祷で彼を追い払った   
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B叩¶戒月eHも抑u餌叩ⅨMa恥吼一  三日日には驚くはどに小さな男が入って来た  

Mor6b10H叩油MC叫em闇叩bI∝，  背丈はクマネズミに乗るぐらいがおちだが  

Hoc駅p皿myHe和訓もIerT揖W．  不吉な限を輝かせていた  

Hcr叩耽8叩en戒pぉerpr叩nl飢，  老人が三度この小人を追い払うと  

HcT駄ⅢOp）ⅧOHHeめ3Bp岬C兄．  以来小人が戻ることはなかった（Ⅲ，349－351）   

本作はプーシキンの翻案のなかでも、とりわけ顕著に吸血鬼のモチーフが現  

れたものとなっている。吸血鬼に襲われた際の救済手段として、墓の土を全身  

に塗布する様子が描かれる。次に見る『吸血鬼（ヴルダラーク）』においては、  

墓の土を直接食して難を逃れようとする様子がコミカルに描かれる。  

2－4－3．『吸血鬼（ヴルタラーク）』（句p∂〟dだ）   

『吸血鬼（ヴルダラーク）』は、同『グズラ』所収の『ジャンノ』（彪〟〝〃OJ）  

をもとに翻案された。  

『吸血鬼（ヴルダラーク）』  

哀れなヴァーニヤは肝っ玉が小さかった  

あるとき彼は遅い時刻に  

全身汗だくで 恐怖に蒼雄め  

墓地を通って帰宅しようとしていた  

哀れなヴァーニャは息も絶え絶えに  

置きながら よろよろと  

墓の合間を縫って歩いていた と突然耳にしたのは  

誰かが唸りながら骨をかじる音  

ヴァーニャは立ちどまり－その先一歩も踏み出せない  

神よ！哀れな男は思った  

あれは多分赤い唇の吸血鬼が  

骨をかじっているに違いない  

ByP几A几AK  

Tb′008訂6川畑細山卸間戚：  

Pa30HⅢOWeIOnO匹叫  

BecbBlImy肝叩㌫a6刀卿吼  

q匹3m即応軋Ile山肌月OMOii．  

蜘BMe皿e叩  
CⅢロⅧ月Cら叩6脚訂  

noMOn机aM；間Ⅰ、O11mm叫－  

Kl℃JIO旧m，抑匹叩旭FL  

BMm；－叩HeMO識Et  

肋疋！叩汀触  

〇m呵HOmmOXeT  
K匹CHOry6適町匹即IaK．  
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どうしよう！俺は小さく力もない  

祈りながら自ら進んで  

墓の土を食べなければ  

吸血鬼に食い尽くされてしまうだろう  

その後は？と言えば 吸血鬼などどこ吹く周「  

（どれはどヴァーニャが憤激したことか！）  

彼の目前の暗がりでは雌犬が一匹  

墓場の骨をかじっていただけのことだった  

（Ⅲ，356－357）   

m匹！Ma恥戒月HeCl灯仏瓜戒；  

Cl尤餌y払岬bMe朋00耽eM，  

Ec皿けCaM3eM皿IMOn仙HO白   

月cMαmOIOHeCbeM．  

q代用旺？8MeCm町脚即邸a一  

作血Ⅲpe皿m㍍eBaHHMOCn！）  

BTeMHOⅧ叩嘲HHMCda氾  

HaMOrⅣlemOXeTIのm．  

『吸血鬼（ヴルダラーク）』は俗調を意識した4脚ホレイで書かれ、終始女性  

韻と男性韻が交差しながら交差脚韻を踏んでいる。1連は4行から成る。   

これらの作品は決して既存の作品を換骨奪胎しただけのものではなく、プー  

シキンー流の創意が加えられている。これは、確かな感性を拠りどころに、真  

筆に訳業に向き合ったジュコーフスキイの精神が受け継がれた一例と見て、あ  

ながち誤りでもないだろう。  

むすぴ   

世紀の変わり目（1799年）に生を受けたプーシキンは、死に急ぐように37年  

の短い生涯を駆け抜けた。詩人の生きた時代は、ちょうどロシアにヨーロッパ  

の新しい文学潮流が矢継ぎ早に紹介された時期であった。18世紀後半、ヨーロ  

ッパではすでに古典派からロマン派の時代に移行し、後者は19世紀には成熟期  

を迎えていた。そのころロシアには古典派、センチメンタリズム、ロマン派な  

どの作品が堰を切って流入し、文学界はそれを何とか岨囁しようと試行錯誤し  

つづけた頃であった。プーシキンはそのような文壇にきら星のごとくあらわれ、  

時代を反映した多くのモチーフを詩や散文に採りいれた。そのひとつが＜レノ  

ーレ讃＞のモチーフである。   

本稿では、プーシキンにおける＜レノーレ讃＞、＜吸血鬼讃＞のモチーフを   
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具体的作品に即して検討した。また、ロシアに『レノーレ』を紹介したジュコ  

ーフスキイやカテーニンとの交流についても言及した。これらの伝記的事実は、  

プーシキンと＜レノーレ讃＞のかかわりを理解するための一助となりえたであ  

ろう。   

＜レノーレ辞＞のこだまは、プーシキンの同時代・次代の詩人や作家の作品  

においても響き続けることとなるが、封それらの詳しい考察は今後の課題とし  

たい。  

封同時代作家としてはソモフ（OpecTMHXMO8HqCoMOB，1793－1833）、ベストウージェフ＝マ   
ルリンスキイ（血eKCaH叩血eKCaRApO8椚6e叩e8－MapmlHCKl涌，1797－1＄37）、次世代詩人・   
作家としてはゴーゴリ（HHXO月戚BacIl瓜eBImhm叫1809－1852）、レールモントフ（Mw   
rOpheB椚JIepMOHTOB，1814－184I）、A．K．ト）t／ストイ（んIeJ（Ce弟KoHCTaJmHOBm TbncTOii，  
1817－1875）、トゥJt／ゲーネフ（H現HCepreeBHllTypreHeB，1818－1883）など。  
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